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MBCT Training Pathway 

序文 
 

マインドフルネス認知療法（Segal et al., 2013; MBCT）は、有効性および費用対効果に関し

てエビデンスが積み上がってきている（Gotink et al., 2015; Kuyken et al., 2016）。MBCT

は治療ガイドラインで引用されることが多くなり、MBCTプログラムの参加希望者や MBCT実施

を検討している機関が増えている。これらのニーズに応えるために、十分な数のMBCTインスト

ラクターを養成する必要がある。なお、MBCTの有効性と持続可能性は、トレーニングの質によ

って決まることは言うまでもない。 

 

この文書は、MBCTインストラクターを養成するためのトレーニングを示している1。このトレ

ーニングは専門家間の合意に基づいており、MBCTのエビデンスを蓄積するための臨床試験にお

いて MBCTインストラクターが通過したトレーニングにも基づいている。この文書の目的は、将

来 MBCTインストラクターになる可能性のある人が適切なトレーニングを識別できるようにす

ること、および MBCTトレーニングプログラムを世界各国で開発する一助になることである。 

 

この MBCTトレーニングパスウェイは、下記のことを伴う。 

 

・段階的（初級から上級レベル）で一貫性のある流れを提供する。 

・ワークショップ、宿泊研修、スキルトレーニング、スーパービジョンをフォーマルな指導と

統合する。 

・MBCTマニュアル（Segal et al., 2013; p.422）に掲載されているトレーニングガイドライ

ン、UKネットワーク実践ガイドライン（R.S. Crane, 2011）などのマインドフルネスに基づ

く介入（Mindfulness-Based Interventions：以下 MBIsとする）のための広範なガイドライ

ンを基準としている（参照：https://www.oxfordmindfulness.org/training/）。 

・ MBCTインストラクターの学びを支援するために Mindfulness-Based Interventions  

Teaching Assessment Criteria （MBI-TAC）（R.S. Crane, 2013）を使用する。この MBI-TAC

は、インストラクター養成トレーニング修了者を臨床試験に選抜したり、MBCTインストラク

ターリストに載せたりする際の能力査定にも使用する。なお、MBCTインストラクターの能力

をより詳細に記述するために、MBCTオーバーレイを作成中である（Segal & Kuykenが準備中）。 

・ MBCTインストラクターは専門機関の倫理規定内で活動することが期待されている。もしそ

のような規定がない場合、関連性の最も高い専門機関によって設定された規定をセーフガー

ドとし、適正な実践を促進することが期待される（Baer, 2015）。 

・エビデンスに基づいている。また、このトレーニングに関する活用可能なエビデンスも生み

出している。  

 
1 MBCTの指導者に関する用語が国によって異なる場合がある。例えば、北米でMBCTを指導する人はセラピスト(therapists)と呼ばれ

るが、他の地域では教師(teachers)またはインストラクター(instructors)と呼ばれている。 同様に、MBCTの指導者をトレーニングする人

は、北米ではメンター(mentors)と呼ばれ、他の地域ではトレーナー(trainers)と呼ばれている。混乱を最小限に抑えるために、teacherお

よび trainerを用いるが、これらは therapists、mentors、instructorsと同等の意味である。 

訳注）日本語版では「インストラクーおよびトレーナー」という用語を使用する。 

https://www.oxfordmindfulness.org/training/
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前提条件 
 

MBCTトレーニングパスウェイに入るには、下記のような前提条件がある。 

 

１．マインドフルネスを個人的に練習することで、マインドフルネスを体験的に理解している。

通常、トレーニングパスウェイに入る前に少なくとも 1年間の個人的な練習が必要である。 

 

２．MBCTプログラム（８週間）を受講している。プログラムの内容（特に、MBCTで教えられて

いるマインドフルネスの核となる練習）を体験的に理解していること2。 

 

３．構造化された治療アプローチを提供するための知識と主要な能力を有する。これには治療

対象に対して安全かつ効果的に MBCTを指導することができる（専門的な）資格の保有が伴う場

合が多い。例えば、MBCTをうつ病に適用する場合にはメンタルヘルス関連の学位が必要とされ

る。これには、メンタルヘルスに関する構造化されたエビデンスに基づいた治療アプローチ（例

えば、認知行動療法）、臨床群を援助するための知識やスキル、およびリスクを特定・対処する

ための知識やスキルが伴う。MBCTを他の集団（非臨床群も含む）に指導することに関心のある

者も、トレーニングに参加ができる。なお、指導対象や状況に対する自分のバックグランド（受

けた教育と職業）の適合性評価が必要となる。これには、倫理、安全性、リスクアセスメント・

マネジメントなどのトレーニング以外にも、追加のトレーニングが必要になる場合がある。 

 

４．MBCTの指導対象に関する知識と経験（指導や治療などのケア経験を含む）を有する。 

 

５．個人セッションおよびグループセッションを実施できるスキルを有する。 

 

MBCTトレーニングパスウェイは、期間に関して柔軟性をもった統合されたプログラム（または

段階的なモジュール式パスウェイ）である。“インストラクター養成トレーニングの利用可能性”

と“トレーニングの質と一貫性”とのバランスをとるために様々なトレーニングモデルがある。

英国では、トレーニングは通常 2〜3年ほど必要である。北米ではマインドフルネス関連の学位

を授与する機関があまりないが、1～2年間のスーパービジョンを伴うトレーニングを提供する

センターもある。 

 

トレーニングパスウェイに入る前に前提条件を満たし、MBCTの指導準備として知識、スキル、

マインドフルネスの練習が並行して進められる基礎トレーニングを少なくとも 1年間にわたっ

 
2 MBCTを受講できない場合は、MBSRを受講することを推奨する。これもできない場合、インス

トラクターがインクワイアリーを毎週実施するオンラインプログラムの受講という選択肢もあ

る。（例：Mindful Mood Balance Pro Web-based training 

https://mindfulnoggin.com/courses/mindful-mood-balance/）。 

 

https://mindfulnoggin.com/courses/mindful-mood-balance/
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て受けることが理想的である。コンピテンシーへの取り組みは、準備、指導、スーパービジョ

ン、振り返りに十分な時間を確保するための必要な期間にわたって行われる。次のステップへ

進む前に、準備が整っているかを一旦立ち止まって検討することが望まれる。次のステップへ

の準備ができている場合や、もう少し準備を必要とする場合があると思われる。このトレーニ

ングモデルは研究および研究者のコンセンサスに沿って今後改変されていく。概観は図 1に示

す。 

 

 

 

MBCTトレーニングで期待される成果 
 

トレーニング修了者には、下記のことが期待される。 

 

・ MBCTの主要な理論的根拠とエビデンスを理解し、それらを吟味できる。 

・ MBCTのカリキュラムと様々なエクササイズの根拠を説明できる。 

・ MBCTの参加基準を明示し、MBCTの評価およびオリエンテーションセッションを実施できる。 

・ マインドフルネス練習を指導し、受講者の学びをサポートするために必要なスキルを有し

ている。 

・ MBCTプログラムのすべての要素を指導し、クライアントの学びをサポートするために必要

なスキルを有している。 

・ MBCTのアクセシビリティと有効性を評価し、その評価データを解釈するための適切な方法

を選択できる。 

・ 特定の対象および状況に対する MBCTの適応性を勘案し、多様な文化や価値を持つ人々に対

する MBCTのアクセシビリティを最大限にできる。また、安全とリスクを配慮・管理する能

力を有する。 

・ 臨床実践において発生する複雑な問題に対して MBCTの倫理的枠組みを適用できる。 

・ 個人的な練習を継続し、それを MBCT指導に反映させたり、マインドフルネスの体現に活か

したりできる。 

・ 参加者の学びや成長を振り返りながら進捗状況を評価できる。また、スーパービジョンを

積極的に受け、継続的な学習目標を設定できる。 
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図１．MBCTトレーニングパスウェイにおけるステップの概観  

ステップ３ 

準上級レベルのMBCTインストラクター 

に向けて  

上級トレーニング 

初心者           準中級者                    中級      準上級・上級者 

                                   （コンピテント） 

 

MBI-TACの指導能力レベルに対応 

ステップ１ 

MBCTトレーニングの準備   

基礎・初級トレーニング 

ステップ２ 

コンピテントMBCTインストラクター 

に向けて  

中級トレーニング 
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表１． MBCTトレーニングのステップ、理論的根拠、構成要素 

ステップ 理論的根拠 構成要素 

1. MBCTトレーニングの 

準備 -  

基礎・初級トレーニング 

1. MBCTの背景、理論、構造を

理解する 

 

 

2. MBCTの理論的根拠・目的、

背景、理論、認知科学、エビデ

ンス、倫理的枠組み、カリキュ

ラムの構造を理解する。  

 

サポーティブでコントロール

された状況でプログラムを練

習する。 

 

 

 

 

 

 

 

3.マインドフルネスの個人的

練習を深め、マインドフルネス

と変容プロセスを体験的に学

ぶ。 

1. 主要なMBCTテキスト（Mindfulness-based Cognitive Therapy、Mindful Way 

Workbook）、およびMBCTを適用する際の目的、対象、状況に合ったマニュアルを読

む。 

 

2.下記の内容を含むMBCT インストラクター養成トレーニングに参加： 

（a）MBCTカリキュラム全体（MBCTの中核的要素を含む）を提供する実践的なもの。

通常、トレーナーからのフィードバックを受けながら参加者同士で指導スキルの練

習（ティーチバック）が行われる。 

（b）MBCTの理論、研究、認知科学、エビデンス、倫理的枠組み、カリキュラムの

構造や配列。 

（c）MBCTの適切な包含・除外基準、受講者の評価、スクリーニング（必要に応じ

て適切な機関への紹介）、オリエンテーション、アウトカムのモニタリング、リス

ク管理・他機関への紹介・臨床現場でのバックアップを考慮しながら、MBCTを安

全かつ倫理的に提供するための指導。 

 

これらのトレーニングは、指導スキルの育成、指導・学習、サイレントマインドフ

ルネス練習・マインドフルな活動などを組み合わせて実施される場合が多く、最短

でも5日間の研修として提供される。 

 

3. マインドフルネスのリトリートを指導し、かつMBCTトレーニングの知識を有す

るインストラクターが実施する宿泊研修（最短でも4日間）に参加し、マインドフ

ルネスの練習を深める。この種の宿泊研修は、MBCTインストラクターのマインド

フルネスの練習をサポートし、MBCT指導をサポートする体験的な理解と体現を促

すことを目的としている。 

 

この段階の最後には、MBI-TACの全６領域において準中級レベル(advanced beginner )に到達していることが期待される。 
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ステップ 理論的根拠 構成要素 

2. コンピテント（中級レベ

ル）MBCT インストラクターに

向けて –  

中級トレーニング 

1. MBCT指導能力を初級から準

中級まで引き上げ、最終的に

はコンピテント（中級レベル）

を目指す。 

 

2. スーパーバイザーの指導

のもとで、MBCTの指導とフィ

ードバックの継続的なサイク

ル。 

1.経験豊富なMBCTスーパーバイザーから定期的にスーパービジョンを受けなが

ら、MBCTを少なくとも2回実施する。 

 

 

 

2.経験豊富なMBCT インストラクターから継続的なスーパービジョンを受ける。セ

ッションの録画、スーパーバイザーのセッションに同席、スーパーバイザーと一緒

にセッションを行うなどの後、フィードバックをもらう方法がある。 

 

トレーニング期間中、MBI-TACを活用して内省したり、スーパービジョンを受けたりすることを推奨する。 

この段階の最後では、MBI-TACの全6領域において中級レベル(competent)に達していることが期待される。その際、MBIs（特にMBCT）の指導を評

価するための確立されたツール（MBI-TAC）の使用と直接的な観察に基づいた累計的評価がなされる3。 

 

 

 

  

 
3 MBI-TACの全6領域の能力を養う際に、多くの要因（例：前提条件、基礎トレーニングの質など）が影響する。全6領域にわたって中級レベルで

指導できるようになるためには、スーパービジョン受けながらのMBCT指導が2回では不十分な可能性がある。 
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ステージ 理論的根拠 構成要素 

3.準上級レベルの MBCT イン

ストラクターに向けて –  

上級トレーニング 

1.マインドフルネスの体験的

理解を深める。 

 

 

2.体験を共有し、協力して学

ぶ。 

 

 

 

3. MBCTおよび他のMBIsに関

するスキルと理解を高める

（エビデンス・ベースの最新

情報を得ることも含む）。 

 

1.継続的なマインドフルネスの練習（例：練習をサポートし、深めてくれるマイン

ドフルネス実践グループへの定期的な参加、インストラクターが指導するマインド

フルネスの宿泊研修参加）。 

 

2.MBCTスーパーバーザーまたはMBIsに従事している同僚から（ピア）スーパービ

ジョンを継続的に受ける。 

 

 

 

3.さらなるトレーニング（例：マインドフルネス科学・実践カンファレンス、ワー

クショップ、サマースクール、ジャーナルクラブ、自習、オンラインディスカッシ

ョングループ）に関わる。 

 

このステージでは、MBI-TACの全6領域において、準上級レベル(proficient)・上級レベル(advanced )のMBCT インストラクター育成を目標としてい

る。指導スキルの向上を支援するために、形成的評価も実施される。 
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指導能力およびトレーニングの評価 

 

コンピテンスの評価を受けるには、スーパービジョンを受けながら 8週間の MBCTコースを少な

くとも 2回指導する必要がある。通常、録画されたセッションを MBI-TACの観点から評価する。

なお、この評価は公認トレーニングセンターによってなされる。 

 

トレーナー養成トレーニング：MBCTトレーナーおよび MBCTトレーニン

グセンターの設立に関心のある人のためのトレーニング 

 

まず、MBCT インストラクターをトレーニングできるトレーナーがいるトレーニングセンターを

設立する必要がある。トレーナー養成トレーニングパスウェイはまだ開発中であるが、現在は

メンタリングや見習いによるトレーニングで代用されている。 

 

カリキュラム 

トレーナーとトレーニングセンターは、上記の MBCTトレーニングパスウェイを提供する。この

カリキュラムは、質の高いMBCTトレーニングをサポートするための幅広い枠組みを提供するた

めに開発されている。ただし、トレーニングはトレーナーとトレーニングセンターの質に依存

している。 

 

MBCTトレーナー 

MBCTトレーナーとして承認されることに関心を持っている人は、通常、MBCTインストラクター

になるための前提条件を全て満たし、さらに MBCTトレーナーになるための追加トレーニングを

受けることになる。 

 

前提条件： 通常、MBCTトレーニングパスウェイを通過し、MBCTインストラクターとしての指

導能力を有している。MBCTの指導に関して豊富な経験を持っている（通常、3年間で 10クラス

以上）。 また、定期的なスーパービジョン・メンタリングに従事しており、MBCTに関する最新

の理論とエビデンスを理解している。また、マインドフルネスを継続的に練習しており、個人

的にも専門的にも必要な資質（プレゼンス、優れたコミュニケーションスキル、グループワー

クにおける優れたスキル、組織に関する優れたスキル、思いやりと力強さをもって他のスタッ

フと仕事ができる）を持っている。 

トレーナーパスウェイでのトレーニング： 通常、前提条件を満たしているインストラクター

に対して、見習いによるトレーニングやメンタリングが行われる。見習いトレーナーは、トレ

ーニングに関するフィードバックを提供する経験豊富なトレーナーと共同で MBCTトレーニン

グを実施する。これには、MBCTの指導、スーパービジョン、メンタリング、フィードバックの

提供、トレーニングの評価、倫理教育、能力の評価などが含まれる。これは、トレーニングの

アシスタントから、共同トレーニング、スーパービジョン、メンタリングによるトレーニング

の指導、トレーニングの設計と指導（カリキュラム、評価など）へと発展していく。トレーナ

ーとして承認基準については、検討中である。 
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MBCTトレーニングセンター 

MBCTトレーニングセンターは、見習いトレーナーの選択、一貫した MBCTトレーニングパスウ

ェイを構成するモジュールの提供（見習いトレーナーへの働きかけを含む）、能力の評価、継続

的な専門能力開発の促進など、MBCTトレーニングに必要なインフラとスタッフを提供する。ト

レーニングセンターは通常、少なくとも 2人の MBCTトレーナーのチームで構成され、そのうち

の少なくとも 1人は臨床現場で MBCTのトレーニングを実施する能力を有する。MBCTトレーニ

ングセンターでは、見習いトレーナーの過去の学習および能力を評価して、柔軟なトレーニン

グパスを実施することができる。定められたトレーニングにおいて人々や MBCTインストラクタ

ーを守る能力を認められた者は，トレーナーとしての証明を得ることができる。 

 

MBCTトレーニングセンターはさまざまな状況で運営され得るが、大学と連携していることが望

ましい（大学認定のトレーニングまたは大学に所属しているトレーナーが存在する）。なぜなら、

大学の教育リソースと研究リソースの両方にアクセスできるだけでなく、外部の監視、ガバナ

ンス、質の管理などの利点があるからである。 
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